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概要 LHC実験で発見が期待されたTeV領域での新粒子は未だ見つかってい
ない。この状況を踏まえ、これまでとは異なる新物理の可能性が研究されるよ
うになってきた。その一つとして数GeV以下の質量を持ち標準模型粒子と非常
に弱く相互作用する暗黒セクターの枠組みがある。暗黒セクターと標準模型粒
子は”ポータル粒子”と呼ばれる新粒子によって相互作用すると考えられてい
る。ポータル粒子は現在FASER実験などで探索されおり、今後新たな報告があ
ると期待される。本講演では、暗黒光子ポータルの質量の起源として暗黒ヒッ
グスの存在を仮定すると、暗黒ヒッグスの崩壊が暗黒光子の新たな生成源とな
ることを説明する。これよりFASER実験で従来考えられていたよりも広いパ
ラメータースペースを探索可能であることを示す。時間に余裕があればT2K実
験でも暗黒光子探索が可能であることを紹介する。
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